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町 の 人 口 

人 口 9,236人 （増9) 

男 4,415人 （増5) 

女 4,821人 （増4) 

世帯数 2,891世帯（増1) 

出生 5人 転入 48人 

死亡 3人 転出 41人 

(52年6 月末日現在） 
 ノ 

( ）内は前月との増減 

（赤池保育所にて・7月11日撮影） 

ウァーイノ水しぶきが目に入っちゃった J 
猛暑きびしい毎日です。この夏盛りに体力も暑さにややバテぎみです。しかし、子ども 

たちは、この暑さをよそに水しぶきをあげて元気にはしゃぎまわっています。 

泳ぐときはプールのほかは、川や池などでは絶対泳いではいけません。あぶないよノ 

また、夏の「健康智理」は睡眠と栄養です。自らの健康管理には充分気をつけて、この 

暑さをのりきりましょう。 



(3） 第175号 昭和52年8月1日 い け か
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参議選投票結果
七
月
十
日
（
日
）
に
 

行
わ
れ
た
参
議
院
議
 

員
の
通
常
選
挙
は
、
 

町
内
三
ケ
所
の
投
票
 

所
で
午
前
七
時
か
ら
 

一
斉
に
行
わ
れ
五
、
 

三
七
五
人
が
午
後
六
 

時
ま
で
に
投
票
を
し
 

ま
し
た
。
 

今
回
の
投
票
率
は
 

前
回
、
四
十
九
年
の
 

八
十
二
・
二
六
％
を
 

三
・
四
八
％
割
る
七
 

十
八
・
七
八
％
で
し
 

た
。
ま
た
、
町
内
三
 

ケ
所
の
投
票
率
は
第
 

一
投
票
所
（
役
場
旧
 

第
二
公
民
館
）
七
十
 

七
・
五
四
％
、
第
一
一
 

投
票
所
（
上
野
小
学
 

前
回
を
割
る
投
票
率
 

投う声7 
乙 78・78% 

n
 

全国区候補者別得票数 （届出順位） 

校
体
育
館
）
八
十
一
・
」
百
％
、
第
三
 

投
票
所
（
中
尾
保
育
所
）
七
十
八
・
四
 

五
％
で
、
男
女
別
で
は
男
七
十
七
・
一
一
 

四
％
、
女
八
十
・
一
〇
％
と
女
性
の
方
 

が
良
い
投
票
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

開
票
は
即
日
、
午
後
七
時
か
ら
町
民
 

会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
 

山 

羽
権
者
は
六
、
八
二
三
人
で
投
 

票
者
務
塾
五
、
三
七
五
人
、
有
効
投
票
五
 

一
一
九
票
、
無
効
投
票
二
五
六
票
で
 

し
た
。
 

な
お
、
全
国
区
、
地
方
区
の
候
補
者
 

別
得
票
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

⑥
地
方
区
候
補
者
別
得
票
数
 

原
田
 

立
 

八
六
九
票
 

え
ん
ど
う
政
夫
 

一
、
四
ニ
ニ
票
 

藤
井
 
純
二
 

一
一
九
票
 

小
泉
 
幸
雄
 

四
一
八
票
 

小
野
 

明
 

一
、
九
九
八
票
 

柳
田
桃
太
郎
 

三
三
一
票
 

千
代
丸
健
二
 

三
〇
票
 

加
藤
 
英一 

一
「
一
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（
届
出
順
位
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0
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0
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保
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7
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日
撮
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共
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諸
自
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公
自
社
社
社
公
自
無
自
共
的
自
社
共
共
無
議
賢
暫
醜
無
議
無
無
無
無
無
 

造
子
猛
三
昇
行
治
力
光
郎
英
ク
年
久
一
一
 
郎
雄
う
彦
る
一
吾
昭
ス
じ
山
郎
子
夫
五
吾
治
進
郎
子
子
子
ん
朗
美
こ
こ
雄
子
子
太
一
お
ら
し
 

勇
末
圭
忠
尚
貞
秀
正
万
範
照
正
正
史
朝
夢
け
良
三
ヤ
り
翫
蕊
金
正
顕
一
一
緯
熱
が
重
行
醸
静
疑
蔵
修
器
」
 

れ
 

ね
 

吐
西
原
橋
崎
住
村
野
顔
橋
山
山
浦
田
日
川
頭
江
沢
か
誘
藤
森
原
岡
細
が
田
藤
村
木
本
藤
田
藤
塚
崎
田
山
口
べ
部
 
加
島
瀬
話
霧
 

も
大
萩
高
山
黒
西
星
宮
高
片
横
松
松
春
市
鬼
伊
柳
や
石
や
佐
大
柏
増
小
こ
下
佐
町
大
宮
加
有
斎
篠
野
高
池
木
あ
渡
扇
い
中
間
大
の
鈴
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自
諸
公
自
無
公
吐
自
社
無
公
無
自
軸
自
公
社
社
共
公
自
無
肋
諸
公
的
自
社
自
民
社
自
自
姉
民
民
自
無
無
望
一
公
軸
自
諸
自
自
社
無
暫
 

郎男平
三
子
彦
に
景
子
三
吾
修
子
樹
利
明
九
夫
孝
持
戚
平
雄
聾
慧
鷲
夫
夫
月
次
司
俊
純
造
也
灘
鏡
確
れ
郎
太
志
久
 

和
富
芳
又
輝
邦
か
千
優
謙
省
愛
武
正
 
あ
英
忠
駕
藤
得
照
佐
携
”
っ
す
正
茂
五
利
卓
正
 
隆
雅
源
正
め
誉
太
」
き
達
英
武
 

置
藤
平
木
武
や
戸
 
月
崎
田
部
西
木
永
野
山
 
藤
尾
島
末
は
田
み
来
づ
井
斉
井
中
江
島
田
村
林
 
沢
 
山
上
崎
ば
藤
尾
井
内
前
代
村
 

ノ 

和
名
 
葉
月
（
は
づ
き
）
 

木
の
葉
が
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
る
故
に
葉
 

落
月
を
略
し
て
葉
月
と
い
う
。
 

1
日
（
月
）
 

6
日
（
土
）
 

7
日
（
日
）
 

8
日
（
月
）
 

9
日
（
火
）
 

15 

日
（
月
）
 

17 

日
（
水
）
 

18 

日
（
木
）
 

21 

日
（
日
）
 

23 

日
（
火
）
 

29 

日
（
月
）
 

31 

日
（
水
）
 

不
法
電
波
一
掃
月
間
（
 31 

日
ま
で
）
 

広
島
原
爆
忌
 

七
タ
席
上
揮
ご
う
会
 

鼻
の
日
・
新
聞
休
刊
日
 

立
秋
 

長
崎
原
爆
忌
 

終
戦
記
念
日
 

月
お
く
れ
盆
 

心
配
ご
と
相
談
日
 

行
政
相
談
日
 

（
役
場
旧
第
二
公
民
館
）
 

家
畜
衛
生
週
間
 

家
庭
の
日
 

処
暑
 

文
化
財
保
護
法
施
行
記
念
 

日
 

満
月
 

『
昇
休
み
終
了
 

▽
他
人
に
忠
告
を
し
て
い
な
が
ら
 

自
分
の
こ
と
に
不
注
意
で
 

あ
る
者
は
愚
な
り
△
 

り 

昭和52年8月1日 
、一 

し、 か
 

あ
 

「”区 
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ゆ
り
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6

月

定

例

町

議

会

終

る

 

町
 
の
 
補

正

 予

算

な

 ど
 

十

四

議

案

を

可

決

 

六
月
定
例
町
議
会
は
六
月
二
十
八
日
 

ひ
ら
か
れ
、
議
案
十
四
件
、
決
議
一
件
、
 

請
願
二
件
、
報
告
二
件
が
、
そ
れ
ぞ
れ
 

上
程
さ
れ
審
議
の
う
え
、
い
ず
れ
も
原
 

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▼
専
決
処
分
の
承
認
 

昭
和
五
十
一
年
度
の
決
算
調
整
に
 

あ
た
リ
繰
上
充
用
金
の
専
決
。
 

▼
昭
和
五
十
二
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
 

補
正
額
 
三
億
一
千
百
四
十
三
万
一
一
 

千
円
 

予
算
総
額
二
十
八
億
五
千
六
百
九
十
 

三
万
八
千
円
 

（
ボ
タ
山
防
災
事
業
費
の
二
億
七
千
 

百
八
十
五
万
一
千
円
が
主
な
も
の
）
 

▼
昭
和
五
十
二
生
志
区
赤
池
町
立
病
院
事
 

業
特
別
会
計
補
正
予
算
 

補
正
額
 
四
百
九
十
五
万
八
千
円
 

予
算
総
額
三
億
五
千
八
百
七
十
四
万
 

九
千
円
 

(x
線
テ
レ
ビ
リ
ー
ス
料
が
主
な
も
 

の） 
▼
税
条
例
の
一
部
改
正
 

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
個
人
の
住
 

民
税
の
負
担
の
軽
減
を
行
う
ほ
か
、
 

法
人
の
住
民
税
の
均
等
割
の
税
率
の
 

引
き
上
げ
等
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
 

こ
れ
は
機
関
委
任
事
務
に
関
す
る
 

も
の
で
、
他
の
法
律
で
定
め
の
な
い
 

も
の
は
地
方
公
共
団
体
手
数
料
令
に
 

し
た
が
い
規
則
で
徴
収
す
べ
き
も
の
 

で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
転
出
証
明
 

の
交
付
手
数
料
を
条
例
か
ら
規
則
へ
 

移
し
か
え
た
た
め
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
 

る
条
例
の
一
部
改
正
 

現
条
例
の
時
期
及
び
期
間
で
は
、
 

年
度
間
の
区
切
り
に
お
い
て
作
成
上
 

事
務
的
困
難
を
き
た
す
た
め
改
正
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

▼
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
 

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
並
 

び
に
市
町
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
 

準
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
町
条
例
 

の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
水
道
条
例
の
一
部
改
正
▼
上
水
道
事
 

業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
 

改
正
▼
特
別
会
計
設
置
条
例
の
一
部
 

改
正
 

い
ず
れ
も
上
野
地
区
簡
易
水
道
事
 

業
を
廃
止
し
、
上
水
道
事
業
に
統
合
 

さ
れ
、
水
道
を
一
本
化
す
る
た
め
、
 

こ
れ
に
伴
う
関
連
条
例
の
一
部
が
改
 

正
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
 

金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
 

正
 国

の
支
給
基
準
の
改
正
に
準
じ
て
 

退
職
報
償
金
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
 

o
赤
池
工
場
団
地
造
成
工
事
（
崎
山
 

組） 

o
赤
池
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
工
事
 

（
桑
野
組
）
 

o
新
屋
敷
ー
天
郷
線
道
路
改
良
工
事
 

（
高
林
組
）
 

そ
れ
ぞ
れ
請
負
契
約
締
結
を
議
決
。
 

▼
名
誉
町
民
の
選
任
 

永
年
、
町
議
会
議
員
と
し
て
町
政
 

を
担
当
さ
れ
、
町
発
展
の
た
め
数
多
 

く
の
功
績
を
残
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
 

名
誉
町
民
に
選
任
す
る
た
め
、
議
会
 

の
同
意
を
得
ま
し
た
。
 

氏
名
 
荒
木
 
利
雄
四
歳
 
車
道
一
一
 

▼
田
川
地
区
休
日
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
 

の
事
務
委
託
に
関
す
る
規
約
の
制
定
 

本
町
に
お
け
る
救
急
医
療
体
制
を
 

確
保
す
る
た
め
田
川
市
に
救
急
医
療
 

事
務
を
委
託
す
る
も
の
で
、
議
会
の
 

同
意
を
得
ま
し
た
。
 

⑥
決
議
、
請
願
、
報
告
は
次
の
と
お
り
 

喧
、
J
 

で
す
。
 

▼
北
方
領
土
の
早
期
返
還
に
関
す
る
決
 

議
 

▼
日
雇
健
康
保
険
制
度
の
改
善
に
関
す
 

る
請
願
 

▼
昭
和
五
十
ニ
年
産
米
政
府
買
入
価
格
 

の
引
き
上
げ
等
に
関
す
る
請
願
 

▼
昭
和
五
十
一
事
業
年
度
赤
池
町
土
地
 

開
発
公
社
補
正
予
算
及
び
昭
和
五
十
 

二
事
業
年
度
予
算
 

▼
昭
和
五
十
一
事
業
年
度
赤
池
町
土
地
 

開
発
公
社
決
算
 

以
上
五
件
、
い
ず
れ
も
採
択
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

無事故で 

夏を過しましょう 

夏の交通安全 

海
や
山
に
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
が
続
き
、
 

お
盆
の
行
事
な
ど
で
何
か
と
交
通
量
が
 

険
し
く
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
学
校
も
夏
休
み
中
で
あ
り
、
 

こ
の
時
期
は
生
徒
、
児
童
の
気
の
ゆ
る
 

み
や
運
転
者
の
過
労
な
ど
か
ら
、
例
年
 

各
地
で
悲
惨
な
交
通
事
故
が
発
生
し
て
 

い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、
住
 

の
 

民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
次
の
よ
 

う
な
こ
と
に
注
意
し
、
無
事
故
で
今
年
 

の
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
 

⑨
児
童
・
生
徒
の
い
る
家
庭
の
皆
さ
ん
 

o
道
路
で
決
し
て
遊
ば
ず
、
校
庭
や
 

運
動
場
、
空
地
等
の
交
通
の
な
い
 

場
所
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。
 

o
道
路
へ
の
急
な
飛
び
出
し
、
横
断
 

を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

⑥
ド
ラ
イ
バ
ー
の
い
る
家
庭
の
皆
さ
ん
 

o
飲
酒
運
転
、
過
労
運
転
は
決
し
て
 

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

o
交
通
規
則
を
遵
守
し
、
シ
ー
ト
べ
 

ル
ト
着
用
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に
よ
る
事
故
予
防
 

o
運
転
姿
勢
を
正
し
く
保
つ
 

ハ
ン
ド
ル
操
作
の
確
実
性
、
視
界
 

の
振
大
o
 

o
運
転
疲
労
を
軽
減
す
る
 

よ
け
い
な
動
作
を
防
止
し
、
運
転
 

に
注
意
タ
缶
未
中
で
き
る
。
デ
コ
ボ
 

コ
道
で
も
カ
ー
ブ
で
も
、
し
っ
か
 

り
身
体
を
固
定
す
る
。
 

o
安
全
意
識
の
向
上
 

車
に
乗
っ
て
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
 

け
る
こ
と
に
よ
り
、
気
持
の
切
リ
 

替
え
を
う
な
が
す
。
ま
た
、
気
持
 

に
ゆ
と
リ
を
も
た
せ
る
。
 

事
故
時
の
乗
員
保
護
効
果
 

o
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
の
衝
突
事
故
に
 

お
い
て
乗
員
保
護
効
果
が
大
き
い
。
 

o
車
外
放
出
を
防
止
す
る
。
 

o
車
の
中
で
こ
ろ
が
っ
た
り
し
な
い
。
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書
道
教
育
功
労
章
受
章
ノ
・
 

木
 
村
 
捨
 
義
（
翠
畔
）
氏
 

木村捨義氏 

六
月
七
日
（
火
）
、
日
本
教
育
書
道
連
 

盟
よ
り
木
村
捨
義
（
翠
畔
）
氏
が
書
道
 

教
育
功
労
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
「
書
道
塾
月
功
労
章
」
と
は
、
 

去
る
四
十
四
年
一
月
に
愛
知
撲
一
氏
（
 

当
時
外
務
大
臣
）
が
会
長
就
任
最
初
の
 

仕
事
と
し
て
実
施
し
た
意
義
深
い
表
彰
 

制
度
で
す
。
 

今
回
は
四
十
四
年
以
来
、
第
ニ
回
目
 

の
も
の
で
す
が
、
こ
の
名
誉
あ
る
章
を
 

受
章
さ
れ
た
の
は
全
国
で
も
百
五
＋
七
 

人
の
先
生
方
で
、
福
岡
よ
り
三
氏
が
受
 

章
さ
れ
、
そ
の
一
人
に
本
町
の
木
村
翠
 

畔
氏
（
 46 

歳
）
（
八
の
二
）
が
見
事
受
章
 

さ
れ
ま
し
た
。
同
氏
は
過
去
に
も
数
多
 

く
の
賞
を
受
賞
さ
れ
た
実
績
の
あ
る
方
 

で
、
四
十
五
年
に
は
文
部
省
推
せ
ん
に
 

よ
る
日
本
教
育
書
道
連
盟
の
公
認
（
翠
 

畔
書
道
会
）
を
受
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

今
後
一
層
の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
 

お
り
ま
す
。
 

日
本
教
育
書
道
連
盟
と
は
 

連
盟
の
創
立
 

日
本
女
子
大
学
（
当
時
の
学
長
 

大
橋
広
女
子
、
書
道
担
当
藤
田
讃
 

陽
氏
）
東
一
星
泳
政
大
学
（
当
時
の
 

学
長
青
木
誠
四
郎
氏
、
書
道
担
当
 

小
山
天
舟
氏
）
両
大
学
共
催
に
よ
 

る
文
部
省
免
許
法
認
定
講
習
会
を
 

夏
期
休
暇
を
利
用
し
て
三
週
間
ず
 

つ
、
前
後
三
ケ
年
に
わ
た
っ
て
開
 

催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
講
習
は
 

わ
が
国
が
民
主
国
家
に
生
ま
れ
か
 

わ
っ
て
以
来
最
大
の
規
模
、
目
璽
局
 

名
誉
町
民
章
授
与
さ
る
ノ
・
 

荒木利雄氏 

六
月
二
十
八
日
（
火
）
、
六
月
町
議
会
 

に
お
い
て
荒
木
利
雄
氏
⑩
（
車
道
二
）
 

を
名
誉
町
民
に
選
任
す
る
こ
と
決
定
し
、
 

七
月
五
日
（
火
）
、
赤
池
町
名
誉
町
民
章
 

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

七月例会優秀作品 

⑩
 

“写団ファミリー”二 

太田勝正さん 
‘、 

「雨あがりの午後」 

七
月
八
日
（
金
）
、
町
民
会
館
に
お
い
 

て
会
員
八
名
出
席
の
も
と
、
作
品
百
五
 

十
九
点
の
合
評
を
し
た
。
 

一
席
「
草
変
」
桑
野
博
明
、
二
席
 

「
少
女
」
「
肩
勝
一
、
「
席
「
ァ
フ
タ
 

ヌ
ー
ン
」
三
宅
嘉
一
、
四
席
「
雨
あ
が
 

り
の
午
後
」
太
田
勝
正
、
五
席
「
客
待
 

ち
」
戸
塚
栄
太
郎
。
 

以
上
、
五
点
の
優
秀
作
品
を
選
ん
だ
。
 

こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
太
田
さ
ん
の
作
 

品
「
雨
あ
が
り
の
午
後
」
は
、
や
っ
と
 

降
り
つ
づ
い
た
雨
も
あ
が
り
、
だ
ん
だ
 

ん
人
も
多
く
集
ま
り
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
 

な
話
し
合
い
が
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、
 

と
見
る
者
に
色
々
な
こ
と
を
想
像
さ
せ
 

る
写
真
に
な
っ
て
い
る
。
 

早
 
谷
 

荒
 
木
 

荒
木
氏
は
、
昭
和
＋
二
年
か
ら
三
十
 

四
年
ま
で
、
町
議
会
議
員
に
五
期
、
一
一
 

十
二
年
間
（
そ
の
内
、
議
長
三
回
）
の
 

永
き
に
亘
り
町
政
を
担
当
さ
れ
、
町
発
 

展
の
た
め
数
多
く
の
功
績
を
残
さ
れ
た
 

こ
と
に
よ
り
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

略
 
歴
 

住
所
 
赤
池
町
大
字
赤
池
一
〇
六
七
 

氏
名
 
荒
 
木
 
利
 
雄
（
 79 

歳） 

明
治
 31 

年
 12 

月
 12 

日
生
 

議
会
経
歴
 

昭
和
十
二
年
五
月
 

町
議
会
議
員
 

、‘ノ 

地
籍
調
査
の
効
果
 
⑤
 

＠
各
種
事
業
計
画
の
利
用
 

地
籍
調
査
の
成
果
は
、
土
地
に
関
す
 

る
あ
ら
ゆ
る
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
 

利
用
で
き
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
効
果
 

の
主
な
る
も
の
を
あ
げ
れ
ば
次
の
と
お
 

り
で
あ
リ
ま
す
。
 

m
測
量
の
費
用
と
時
間
の
節
約
が
で
き
 

正
確
な
計
画
施
工
が
可
能
と
な
る
。
 

⑦
公
共
土
木
事
業
 
④
土
地
改
良
事
 

業
 
⑦
農
業
構
造
改
善
事
業
 
②
都
 

市
計
画
事
業
 
①
総
合
開
発
事
業
 

の
宅
地
・
工
場
用
地
等
の
造
成
事
業
 

と
く
に
、
農
地
及
び
宅
地
の
区
画
整
 

理
事
業
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
地
籍
 

図
が
で
き
て
い
れ
ば
事
業
が
非
常
に
円
 

'

j

 

！一 

し
 

‘
 
一
 
）

 

工か・ 

刻

 

ロI 

昭
和
十
七
年
五
月
 

」
町
議
会
議
員
 

昭
和
十
七
年
五
月
 

昭
和
二
十
二
年
四
月
・
 

昭
和
一
 

昭
和
一
 

昭
和
一
 

昭
和
一
 

昭
和
」
 

昭
和
一
 

昭
和
」
 

昭
和
」
 

昭
和
」
 

~ー 

”話”｝町議会議員 

十
二
年
四
月
 
議
長
就
任
 

「醸月｝町議会議員 

十
六
年
五
月
 
議
長
就
任
 

十
年
四
月
 

十
四
年
四
月
 

十
年
五
月
 

議
長
就
任
 

滑
に
実
施
で
き
、
用
地
売
収
等
土
地
の
 

売
買
を
行
う
場
合
に
も
図
上
で
簡
単
に
 

合
理
的
に
売
買
の
交
渉
が
で
き
る
こ
と
 

に
な
る
。
 

②
農
林
業
経
営
の
合
理
化
の
資
料
。
 

農
林
業
等
の
経
営
合
理
化
の
た
め
の
 

資
料
が
得
ら
れ
、
農
業
振
興
地
域
の
線
 

引
き
は
こ
の
地
籍
図
が
あ
れ
ば
簡
単
に
 

色
別
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
 

正
確
な
地
目
、
境
界
、
経
営
面
積
を
知
 

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
山
林
の
航
空
 

防
除
や
農
業
の
協
業
を
行
う
場
合
の
収
 

益
や
所
要
資
材
、
労
力
等
の
よ
り
正
確
 

な
計
算
、
費
用
分
担
を
合
理
的
に
行
う
 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

⑨
境
界
紛
争
の
予
防
 

⑧
土
地
の
権
利
関
係
が
明
確
に
な
る
。
 

境
界
及
び
面
積
の
調
査
に
よ
り
正
確
 

な
地
図
が
で
き
る
ほ
か
、
地
籍
図
の
境
 

界
復
元
能
カ
に
よ
り
将
来
の
境
界
紛
争
 

予
防
の
手
段
も
得
ら
れ
、
所
得
権
が
確
 

実
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

⑥
課
税
の
公
平
 

④
公
租
・
公
課
等
の
負
担
の
公
平
化
が
 

で
き
る
。
 

土
地
の
正
確
な
地
目
の
調
査
、
面
積
 

の
測
定
が
行
わ
れ
る
結
果
、
税
金
、
水
 

利
費
等
の
負
担
の
公
平
化
を
図
る
こ
と
 

が
で
き
る
。
 

〔
固
定
資
産
税
の
賦
課
（
 

負
担
を
割
り
あ
て
る
こ
と
）
に
あ
た
っ
 

て
は
、
地
籍
調
査
を
実
施
し
て
い
な
い
 

地
域
と
の
負
担
の
均
衡
上
、
必
要
が
あ
 

る
と
き
は
市
町
村
長
は
地
籍
調
査
前
の
 

面
積
を
賦
課
基
準
に
し
て
も
よ
い
こ
と
 

に
な
っ
て
い
る
。
〕
 

の
権
威
と
し
て
各
方
面
か
ら
称
讃
 

さ
れ
ま
し
た
。
因
み
に
、
講
師
陣
を
 

見
る
と
、
水
谷
昇
、
青
木
誠
四
郎
 

武
島
羽
衣
、
尾
上
柴
舟
、
豊
海
春
 

海
、
中
村
春
堂
、
西
脇
呉
石
、
辻
 

本
史
邑
、
鈴
木
翠
軒
の
諸
氏
を
始
 

め
と
し
て
、
毎
年
実
に
四
十
八
人
 

に
上
り
、
受
講
者
は
全
国
小
史
局
 

校
現
職
教
員
と
書
塾
師
範
で
、
「
ー
 

ケ
年
間
の
合
計
千
ニ
十
六
人
に
お
 

よ
び
ま
し
た
。
本
連
盟
は
、
こ
の
 

講
習
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
の
強
 

い
要
望
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
ま
し
 

た。 ▽
創
立
昭
和
二
十
六
年
 

▽
審
査
会
員
六
、
九
八
六
人
 

（
五
十
一
年
三
月
二
十
日
現
）
 

（
木
村
氏
自
宅
に
て
・
6
月
 30 

日
撮
影
）
 

声
う
J
一 

俳 

句 

阿
蘇
山
焼
吟
行
記
（
そ
の
四
）
 

蔵
本
 
聖
子
 

仙
酔
峡
は
雪
解
水
が
流
れ
、
深
山
き
 

り
し
ま
が
芽
吹
き
、
ま
さ
に
春
酎
と
い
 

う
感
じ
だ
っ
た
。
 

o
萱
が
く
れ
深
山
き
り
し
ま
芽
を
急
ぐ
 

伊
佐
緒
 

o
遊
歩
道
て
ふ
も
溶
岩
原
百
千
鳥
 一 

歩
 

待
つ
こ
と
」
蒔
間
余
 

o
山
焼
を
待
ち
つ
つ
疲
れ
覚
え
け
り
 

て
い
子
 

い
よ
い
よ
山
焼
の
始
ま
る
時
間
と
な
 

っ
た
。
何
処
の
山
か
ら
火
が
放
た
れ
る
 

の
か
、
そ
の
瞬
間
が
見
た
く
緊
弾
の
目
 

を
み
は
っ
た
。
 

パ
コ
ダ
の
傍
か
ら
始
ま
っ
た
。
 

〇
阿
蘇
焼
く
火
パ
コ
ダ
下
に
も
あ
が
り
 

け
り
 

o
大
阿
蘇
の
野
火
一
せ
い
に
放
た
れ
し
 

駒
 
女
 

や
が
て
火
勢
は
強
ま
っ
て
も
の
す
ご
 

い
音
を
た
て
、
皆
の
立
っ
て
い
る
足
も
 

と
ま
で
広
が
っ
て
く
る
・
 
み
る
み
る
う
 

ち
に
全
山
が
煙
と
炎
に
包
ま
れ
た
。
 

o
火
柱
の
萱
の
倒
る
る
野
火
の
中
 

野
 
火
 

o
忽
ち
に
火
焔
た
ち
ま
ち
山
末
黒
 

園
 
女
 

0
山
焼
の
宰
領
す
る
は
牧
夫
長
 秋

 
芳
 

〇
教
師
ま
で
か
り
出
さ
れ
た
る
野
焼
か
 

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
は
 

冷
え
す
ぎ
に
注
意
を
 

冷
房
時
の
室
内
温
度
は
、
外
気
温
よ
 

り
5
度
（
摂
氏
）
程
度
低
い
の
が
適
当
と
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
冷
え
す
ぎ
る
と
電
気
 

の
ム
ダ
使
い
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
 

体
に
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
外
気
温
の
 

変
化
に
応
じ
て
、
ダ
イ
ヤ
ル
は
手
ま
め
 

に
調
整
し
ま
し
ょ
う
。
 

九
州
電
力
株
式
会
社
 

、 

みんなで献血ノ 

だれにでもできる 人だすけ 

9
 

 ノ 

8 月23日（火） 

午前10時～午後3時 

赤池町役場前 

と き 

ところ 

な
 

比
佐
於
 

〇
山
焼
も
四
十
年
と
い
ふ
牧
夫
 雨

 
亭
 

o
牛
持
て
る
里
人
出
で
て
阿
蘇
焼
け
る
 

未
代
子
 

o
山
焼
の
煙
り
噴
煙
よ
り
濃
か
り
 一 

歩
 

o
一
と
平
の
野
の
忽
ち
に
末
黒
野
に
 

草
 
生
 

o
ま
た
た
く
間
末
黒
野
と
い
ふ
景
と
な
 

り
 

聖
 
子
 

o
山
焼
の
煙
に
酔
ふ
て
疲
れ
け
り
 

は
る
の
女
 

〇
野
火
挨
ま
み
れ
に
な
っ
て
い
て
楽
し
 

一 

歩
 

o
煤
か
ぶ
り
山
焼
く
さ
ま
を
ま
の
あ
た
 

り
 

春
 
翁
 

o
ど
の
顔
も
野
火
汚
れ
し
て
を
り
に
け
 

リ
 

聖
 
子
 

N
H
K

の
取
材
班
と
の
お
話
し
も
末
 

黒
の
丘
で
の
想
い
出
と
し
て
永
く
忘
れ
 

る
こ
と
が
で
き
ぬ
で
あ
ろ
う
。
二
時
間
 

余
も
山
焼
を
見
て
過
し
た
だ
ろ
う
か
、
 

山
焼
を
満
喫
し
た
よ
ろ
こ
び
に
快
よ
い
 

疲
れ
を
覚
え
る
。
 

o
ま
だ
熱
き
残
る
末
黒
野
歩
き
け
り
 

は
る
の
女
 

o
山
焼
い
て
待
た
る
る
も
の
に
牧
開
 

野
 
火
 

余
燈
の
山
を
あ
と
に
し
て
、
再
び
宿
 

に
戻
り
最
後
の
句
座
に
つ
い
た
。
 

o
草
焼
の
余
燈
の
山
を
降
リ
け
り
 

野
 
火
 

o
何
よ
り
も
阿
蘇
の
山
焼
見
得
し
こ
と
 

て
い
子
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ク
不
幸
の
手
紙
4

を
 

な
く
そ
、
っ
ノ
 

破
り
捨
て
る
か
届
け
て
下
さ
い
 

最
近
、
あ
ち
こ
ち
で
ま
た
“
不
幸
の
 

手
紙
ク
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
差
 

出
人
不
明
の
こ
の
手
紙
は
電
話
帳
か
何
 

か
で
調
べ
て
出
さ
れ
る
ら
し
く
、
内
容
 

は
手
紙
を
受
け
取
っ
た
ら
数
日
以
内
に
 

二
十
九
人
の
人
に
同
じ
文
面
の
手
紙
を
 

出
さ
な
い
と
必
ず
不
幸
が
訪
れ
る
と
い
 

う
も
の
で
す
。
 

初
め
に
こ
の
手
紙
を
出
し
た
人
の
動
 

機
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ま
っ
た
く
馬
 

鹿
げ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
手
紙
を
 

受
け
取
っ
た
人
の
中
に
は
悩
ん
で
い
る
 

人
も
あ
り
、
新
聞
で
は
こ
れ
が
原
因
で
 

自
殺
し
た
人
の
こ
と
も
報
道
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

今
回
も
赤
池
町
内
に
こ
の
カ
不
幸
の
 

手
紙
〉
が
届
い
た
人
が
い
ま
す
が
、
勇
 

気
を
も
っ
て
届
け
出
て
く
れ
ま
し
た
。
 

趣
味
を
生
か
し
て
 

社
会
の
た
め
に
ノ
 

H
四
 
季
 
会
n
 

七
月
三
日
（
日
）
、
午
前
八
時
よ
り
赤
 

池
町
文
化
団
体
グ
ル
ー
プ
の
四
季
会
に
 

よ
り
、
市
場
小
学
校
の
植
木
の
手
入
れ
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
手
紙
を
受
け
取
っ
た
場
合
 

に
は
、
必
ず
破
り
捨
て
て
し
ま
う
か
、
 

近
く
の
派
出
所
に
届
け
て
下
さ
い
。
 

み
ん
な
で
、
こ
の
よ
う
な
人
の
迷
惑
 

に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
、
少
し
で
も
早
 

く
な
く
し
た
い
も
の
で
す
。
 

三
三
一
ニ
三
1
三
三
三
三
●
ニ
！
…
ニ
三
〒
三
三
ニ
『
三
・
三
」
？
ニ
三
冒
ニ
●
三
三
三
冒
三
！
一
〒
三
三
・
●
三
，
 

赤
池
町
文
化
団
体
グ
ル
ー
プ
の
四
季
 

会
（
会
長
皆
川
正
信
氏
）
の
会
員
ニ
十
 

一
名
は
、
趣
味
を
生
か
し
て
社
会
の
た
 

め
に
と
、
梅
雨
時
の
む
し
暑
い
早
朝
よ
 

り
市
場
小
学
校
庭
の
植
木
の
手
入
れ
に
 

各
人
の
持
ち
味
を
生
か
し
て
切
リ
込
み
、
 

摘
み
込
み
と
一
生
懸
命
に
奉
仕
し
ま
し
 

た。 

（
市
場
小
学
校
・
7
月
3
日
撮
影
）
 

郷土の昔ばなしいろいろ 

＝炭坑地区編＝ 

赤
池
炭
坑
は
ガ
ス
の
 

多
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
 

い
つ
も
小
さ
い
局
部
的
 

な
ガ
ス
爆
発
が
あ
り
ま
 

し
た
。
と
く
に
三
坑
は
 

新
土
で
あ
り
、
地
山
だ
 

っ
た
の
で
ガ
ス
含
有
量
 

が
非
常
に
多
く
、
昭
和
 

二
年
頃
ま
で
は
坑
内
に
 

は
ま
き
た
て
の
空
気
の
 

流
通
の
い
い
と
こ
ろ
で
、
 

昼
休
み
な
ん
か
に
安
全
 

塔
に
非
番
を
お
い
て
い
 

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ガ
 

ス
の
含
有
量
が
多
い
と
 

い
う
こ
と
で
放
置
坑
山
 

に
指
定
さ
れ
て
安
全
帽
を
か
ぶ
っ
て
坑
 

内
に
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
炭
坑
の
景
 

気
の
い
い
時
は
一
番
い
い
五
尺
層
を
と
 

、
 

っ
て
い
て
、
そ
の
カ
ロ
リ
ー
は
七
千
ぐ
 

ら
い
あ
り
ま
し
た
。
 

坑
内
に
入
る
と
き
は
一
酸
化
炭
素
の
 

試
験
を
す
る
た
め
に
、
ジ
ュ
ウ
シ
マ
ツ
 

や
カ
ナ
リ
ヤ
を
坑
内
に
放
ち
、
坑
内
の
 

危
険
性
を
調
べ
た
の
ち
安
全
確
認
を
し
 

て
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ジ
ュ
ウ
シ
マ
ツ
 

は
ガ
ス
に
よ
る
死
期
が
人
間
よ
り
も
早
 

く
、
そ
の
た
め
に
よ
く
使
わ
れ
、
人
間
 

よ
り
先
に
坑
内
奥
ま
で
飛
ん
で
行
か
せ
 

落
ち
た
時
点
の
そ
れ
か
ら
は
ガ
ス
の
危
 

険
性
が
あ
る
の
で
、
注
意
を
し
な
け
れ
 

ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
大
変
に
役
 

に
立
っ
て
い
ま
し
た
。
 

そ
の
ほ
か
坑
内
に
は
ず
い
分
ネ
ズ
ミ
 

が
い
て
、
上
が
っ
て
く
る
箱
の
中
に
よ
 

く
入
づ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
 

坑
内
に
い
る
ネ
ズ
ミ
は
真
暗
な
と
こ
ろ
 

で
生
活
し
て
い
る
せ
い
か
、
外
で
は
太
 

叫‘ 
、

ノ

 

陽
の
光
で
目
が
く
ら
む
の
で
し
ょ
う
、
 

動
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
 

こ
の
ネ
ズ
ミ
が
い
な
く
な
る
と
注
意
L
 

な
い
と
何
か
天
災
が
起
こ
る
前
か
も
知
 

れ
な
い
か
ら
で
す
。
 

ネ
ズ
ミ
な
ん
か
は
と
く
に
危
険
に
敏
 

感
で
あ
り
、
そ
の
前
に
逃
げ
て
し
ま
う
 

か
ら
で
す
。
そ
れ
で
私
た
ち
は
ネ
ズ
ミ
 

に
残
飯
を
う
ん
と
や
っ
て
繁
殖
す
る
よ
 

う
に
し
て
、
絶
対
に
殺
し
た
リ
し
ま
せ
 

ん
で
し
た
。
 

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
坑
内
言
葉
に
つ
 

い
て
少
し
お
話
し
し
ま
す
。
 

「
さ
お
ど
り
」
と
い
っ
て
昔
は
一
番
 

派
手
で
、
縦
坑
で
炭
車
に
乗
っ
て
、
 

指
揮
し
て
上
が
っ
た
リ
下
が
っ
た
リ
す
 

る
、
い
わ
ゆ
る
鉄
道
で
い
え
ば
運
転
手
 

じ
ゃ
な
く
て
裏
早
で
す
ね
。
 

「
さ
お
ど
 

リ
」
は
全
国
共
通
な
言
葉
で
す
。
 

そ
の
ほ
か
に
「
さ
く
岩
機
・
ド
リ
ル
 

」 
を
「
ネ
コ
」
 
と
い
っ
て
、
 

「
ネ
コ
と
 

っ
て
こ
い
」
と
い
っ
た
ら
「
何
匹
で
す
 

か
」
と
い
っ
て
笑
わ
せ
た
こ
と
が
あ
り
 

ま
す
。
そ
れ
か
ら
「
じ
ん
く
ろ
う
」
と
 

い
っ
て
、
田
舎
か
ら
き
た
人
は
炭
坑
用
 

語
を
知
ら
な
い
の
で
「
じ
ん
く
ろ
う
取
 

っ
て
こ
い
」
と
い
わ
れ
た
ら
「
じ
ん
く
 

ろ
う
や
ー
い
」
と
い
っ
て
人
を
捜
し
た
 

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
坑
内
は
「
オ
ー
 

ラ
イ
」
と
い
っ
た
ら
そ
の
反
対
の
こ
と
 

で
、
停
止
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

そ
れ
か
ら
「
う
え
」
を
「
か
た
」
と
 

い
っ
て
 
「
し
た
」
を
「
ふ
け
」
 
と
い
っ
 

て
い
ま
し
た
。
 

お
 
わ
 
り
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

永
い
間
、
昔
ば
な
し
を
登
載
し
て
き
 

ま
し
た
が
、
今
回
を
も
っ
て
終
わ
ら
せ
 

て
頂
き
ま
す
。
 

～

ノ

 

、

《

ノ

 

八
月
に
な
リ
ま
し
た
、
酷
暑
と
闘
っ
 

て
き
て
、
そ
ろ
そ
ろ
疲
労
が
た
ま
り
だ
 

し
た
で
し
ょ
う
か
？
 

あ
と
ー
ケ
月
は
 

た
っ
ぷ
り
こ
の
暑
さ
は
続
き
ま
す
。
夏
 

バ
テ
だ
と
弱
音
を
は
く
に
は
ま
だ
早
す
 

ぎ
ま
す
。
 

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
は
と
れ
て
い
る
で
 

し
ょ
う
か
。
生
活
の
リ
ズ
ム
は
。
睡
眼
 

時
間
は
。
七
月
い
っ
ぱ
い
を
ふ
り
返
っ
 

て
、
採
点
し
た
結
果
は
い
か
が
で
し
ょ
 

う
か
。
夏
バ
テ
は
、
暑
さ
に
や
ら
れ
る
 

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夜
の
ほ
う
が
 

し
の
ぎ
や
す
い
の
で
、
つ
い
夜
ふ
か
し
 

を
し
て
生
活
が
乱
れ
、
睡
眠
不
足
に
な
 

る
の
も
大
き
な
原
因
の
ー
つ
で
す
。
 

暑
い
の
で
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、
対
人
関
 

係
の
ト
ラ
ブ
ル
も
ふ
え
て
き
ま
す
。
こ
 

ん
な
こ
と
で
は
困
り
ま
す
。
 

「
暑
い
」
 

と
思
っ
た
時
は
す
で
に
暑
さ
に
負
け
て
 

い
る
証
拠
で
す
。
夏
に
強
く
な
る
に
は
 

夏
を
積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
で
す
。
 

水
泳
、
ゴ
ル
フ
な
ど
運
動
を
し
て
び
 

っ
し
ょ
リ
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
。
暑
い
 

時
に
汗
を
か
く
、
こ
の
自
然
に
さ
か
ら
 

わ
な
い
生
き
方
こ
そ
、
私
た
ち
が
と
も
 

す
れ
ば
忘
れ
が
ち
な
、
し
か
し
忘
れ
て
 

は
い
け
な
い
大
切
な
健
康
管
理
法
だ
と
 

思
う
の
で
す
。
 

ゆ
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エンゼルは天使のつかいです 

l 

第
2

回
「
七
タ
祭
」
開
催
 

) 

8
月
7

日
・
七
タ
席
上
揮
ご
う
会
 

赤
池
町
文
化
団
体
協
議
会
主
催
、
赤
 

池
町
公
民
館
後
援
の
第
二
回
七
タ
席
上
 

揮
ご
う
会
が
八
月
七
日
（
日
）
、
午
前
九
 

時
か
ら
十
二
時
三
十
分
ま
で
町
民
会
館
 

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

前
回
の
第
一
回
目
は
、
四
十
九
年
七
 

月
十
四
日
に
小
・
中
学
生
の
約
二
百
人
 

の
参
加
で
盛
会
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
 

今
回
は
こ
れ
に
次
ぐ
第
二
回
目
の
も
の
 

で
、
こ
の
文
化
的
伝
承
行
事
で
あ
る
七
 

タ
祭
に
あ
た
り
、
習
字
の
技
価
を
競
い
 

あ
い
な
が
ら
書
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
 

日
本
文
化
へ
の
子
供
た
ち
の
関
心
キ
上
局
 

め
、
情
操
の
純
化
を
す
す
め
、
こ
れ
を
 

奨
励
す
る
こ
と
に
よ
り
子
供
た
ち
の
す
 

こ
や
か
な
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
 

的
と
し
て
、
次
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
 

今
回
は
、
前
回
よ
り
も
よ
り
多
く
の
 

参
加
者
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
今
後
 

も
こ
れ
を
機
会
に
町
内
す
べ
て
の
文
化
 

的
行
事
へ
の
発
展
を
さ
せ
て
い
き
た
い
 

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

▽
と
き
 

八
月
七
日
（
日
）
 

▽
と
こ
ろ
 
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル
 

▽
参
加
対
象
 
町
内
の
小
・
中
学
生
 

▽
表
 
彰
 
参
加
者
全
貝
に
参
加
賞
、
 

入
賞
者
に
賞
品
、
特
別
奨
 

励
賞
に
は
賞
状
・
賞
品
を
 

贈
り
ま
す
。
 

※
詳
し
い
こ
と
は
、
町
民
会
館
に
問
い
 

合
わ
せ
て
下
さ
い
。
 

業
 
ま
 
W一 

業
 
業
 
峯
 
業
 

「
歩
け
歩
け
運
動
」
発
足
 

町
内
三
支
所
に
分
け
て
・
・
・
 

こ
の
「
歩
け
歩
け
運
動
」
に
つ
い
て
 

は
、
広
報
紙
六
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て
 

お
り
ま
し
た
が
、
七
月
よ
り
い
よ
い
よ
 

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
運
動
は
町
内
を
三
つ
の
支
部
に
分
 

分
け
て
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
 

赤
池
支
部
の
み
が
発
足
し
、
毎
日
（
日
 

曜
日
、
雨
天
を
除
く
）
午
前
六
時
か
ら
 

赤
池
駅
を
出
発
点
と
し
て
行
わ
れ
て
お
 

り
ま
す
。
 

参
加
希
望
者
の
方
は
、
直
接
現
地
で
 

受
け
つ
け
て
お
り
ま
す
。
老
若
男
女
を
 

問
わ
ず
是
非
参
加
下
さ
い
。
 

詳
し
い
こ
と
は
「
赤
池
を
歩
く
会
」
 

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

（
電
話
）
四
六
四
六
 

J 
あ
り
が
と
う
 

ご

ざ

い

ま

し

た

 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
敬
称
略
 

金
一
封
 
中
道
 
鈴
雄
（
中
組
）
 

金
一
封
 
木
月
チ
カ
ェ
（
西
組
）
 

福祉センターの行事~

08 月の休館日 

1 日・8日・22日・29日 

〔盆休み〕 

13日・14日・15日 

〔演芸 日〕 

4日ワ日・11日・14日・18日・21日・25日・28日 

難い 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、 「フーテンの寅」の原作者は誰？ 

④井上ひさし （B）青島幸男 ⑥山田洋次 

2 、大腸と小腸。長さはどう？ 

④大腸が長い （B）小腸か長い ＠ほぽ同じ 

3 、すし屋で俗に“おどり，，と呼ばれるのは 

何？ 

④生ェビ ⑧生イカ （C）生ウニ 

4、陰暦で3月は弥生。では8月は？ 

④ふみづき ⑧みなづき ＠はづき 

5 、51年の全国交通事故死亡者数は？ 

④5,000人 ⑧10,000人 ＠15,000人 

純寡の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、8月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

ン例 問題lB 問題2B 問題3C 

【第十ー回の解答】 

1 ⑧ 2⑧ 3④ 4⑧ 絢
 

【正解者】 

今回の応募総数11通のうち、正解者はあり 

ませんでした。 

原稿投稿依頼 

総務課文書広報係では、住民の皆さんから 

の原稿投稿をお待ちしております。 

文書広報係 

ク
花
火
は
正
し
く
使
っ
て
 

楽
し
く
遊
び
ま
し
よ
う
4
 

い
よ
い
よ
夏
期
は
子
ど
も
の
花
火
遊
 

び
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
が
、
花
火
も
扱
 

い
方
ひ
と
つ
間
違
え
る
と
大
き
な
事
故
 

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
 

花
火
の
正
し
い
扱
い
方
を
覚
え
、
夏
 

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
 

花
火
遊
び
に
つ
い
て
 

o
な
る
べ
く
大
人
と
ー
し
ょ
に
遊
ぶ
。
 

o
水
を
入
れ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る
。
 

o
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ
く
 

よ
み
、
よ
く
守
る
。
 

o
花
火
を
と
き
ほ
ぐ
さ
な
い
。
 

o
花
火
を
び
ん
な
ど
に
つ
め
て
遊
ば
な
 

い。 
o
】
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に
火
を
つ
 

け
な
い
。
 

o
途
中
で
火
が
消
え
た
場
合
、
の
ぞ
か
 

な
い
。
 

o
人
家
の
多
い
と
こ
ろ
、
燃
え
や
す
い
 

も
の
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
遊
ば
な
い
。
 

o
風
の
強
い
日
に
は
花
火
遊
び
を
し
な
 

い
 。

 

o
終
っ
た
ら
水
を
ま
い
て
残
り
火
の
な
 

い
こ
と
タ
権
か
め
る
。
 

販
売
者
に
対
し
て
 

o
子
ど
も
の
年
令
に
応
じ
た
危
険
性
の
 

な
い
花
火
を
っ
る
。
 

o
小
さ
い
子
ど
も
に
は
一
度
に
た
く
さ
 

ん
の
花
火
を
っ
ら
な
い
。
 

o
む
つ
か
し
い
花
火
に
は
火
を
つ
け
る
 

と
こ
ろ
、
握
る
と
こ
ろ
な
ど
具
体
的
 

に
教
え
る
。
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中
級
・
初
級
警
察
事
務
職
員
 

及

び

交

通

巡

視

員

の

募

集

 

福
岡
県
人
事
委
員
会
で
は
、
優
秀
な
 

人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
次
に
よ
り
受
 

験
者
を
募
集
し
ま
す
。
 

▽
応
募
資
格
 

o
中
級
職
（
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日
 

か
ら
昭
和
三
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
 

に
生
ま
れ
た
者
）
 

o
初
級
職
（
昭
和
ニ
十
九
年
四
月
二
日
 

か
ら
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
 

に
生
ま
れ
た
者
）
 

▽
募
集
人
貝
 

o
中
級
警
穴
事
務
職
 

男
子
 
約
二
十
人
 

o
初
級
警
敗
軍
務
職
 

男
子
約
三
人
、
女
子
約
二
十
人
 

o
交
通
巡
視
貝
 

女
子
 
約
三
十
五
人
 

▽
試
験
日
 

o
第
一
次
試
験
 
十
月
十
六
日
（
日
）
 

▽
申
込
期
間
 

o
九
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
 

▽
申
込
み
・
間
い
合
わ
せ
先
 

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
 

電
話
〇
九
ニ
ー
二
九
一
ー
三
〇
六
七
 

田
川
警
察
署
 

電
話
〇
九
四
七
四
・
ふ
）
ー
二
一
二
〇
 

改
善
さ
れ
た
廃
疾
認
定
日
 

国

民

年

金

 

障
害
年
金
の
廃
疾
認
定
日
は
、
こ
と
 

し
の
八
月
一
日
か
ら
、
従
来
の
三
年
目
 

と
い
う
期
間
が
、
 
一
年
六
ケ
月
に
短
縮
 

さ
れ
ま
す
。
 

初
め
て
医
師
や
歯
科
医
師
の
診
療
を
 

う
け
て
か
ら
、
八
月
一
日
で
す
で
に
一
 

年
六
ケ
月
た
っ
て
い
る
人
は
、
そ
の
日
 

に
障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
が
得
ら
れ
 

ま
す
の
で
、
該
当
す
る
人
は
、
医
師
の
 

診
断
書
を
添
え
、
早
め
に
障
害
年
金
の
 

請
求
を
し
て
下
さ
い
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
に
お
 

た
ず
ね
下
さ
い
。
 

「
印
鑑
登
録
証
明
書
」
の
 

申
請
は
直
接
本
人
が
・
・
・
 

印
鑑
登
録
証
明
は
主
に
、
銀
行
よ
り
 

金
を
借
り
る
と
き
か
そ
の
保
証
人
に
な
 

る
と
き
又
は
、
家
屋
や
土
地
の
登
記
を
 

す
る
時
な
ど
重
要
な
こ
と
に
使
わ
れ
る
 

場
合
が
多
い
大
事
な
書
類
で
す
。
 

こ
の
こ
と
は
皆
様
も
よ
く
ご
存
じ
の
 

こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
大
事
な
証
明
 

書
を
軽
い
気
持
で
他
人
に
渡
し
た
り
、
 

登
録
さ
れ
た
印
鑑
を
気
や
す
く
他
人
に
 

預
け
た
り
し
て
そ
れ
を
悪
用
さ
れ
、
他
 

人
の
借
金
を
払
わ
さ
れ
る
破
目
に
な
り
 

家
屋
敷
を
取
ら
れ
泣
く
泣
く
暮
ら
す
人
 

も
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
 

登
録
さ
れ
た
印
鑑
は
そ
れ
ほ
ど
大
切
 

な
物
で
あ
り
ま
す
の
で
、
確
実
な
方
法
 

で
保
管
し
て
下
さ
い
。
（
印
鑑
登
録
証
明
 

書
は
、
そ
の
印
鑑
を
持
っ
て
く
れ
ば
他
 

人
で
も
取
れ
る
か
ら
で
す
。
）
印
鑑
登
録
 

事
務
に
つ
い
て
は
、
役
場
の
担
当
職
員
 

は
必
要
以
上
に
神
経
を
使
っ
て
そ
の
任
 

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
 

印
鑑
登
録
を
す
る
場
合
、
本
人
が
自
 

ら
出
頭
し
て
申
請
す
る
の
が
原
則
で
す
 

が
、
止
む
を
得
な
い
場
合
代
理
人
を
定
 

め
て
所
定
の
委
任
状
に
保
証
人
二
人
の
 

署
名
捺
印
し
た
申
請
書
を
提
出
す
れ
ば
 

申
請
が
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
 

す
。
だ
が
、
こ
の
場
合
本
当
に
本
人
の
 

ク
町
民
交
通
傷
害
保
険
4
 
に
 

加
入
し
ま
し
ょ
う
ク
 

赤
池
町
に
住
ん
で
い
る
方
、
お
よ
び
 

当
町
内
へ
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方
な
 

ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
 

ご
家
族
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
に
備
え
 

ま
し
ょ
、
つ
。
 

▽
保
険
料
は
ひ
と
り
三
百
六
十
円
（
一
 

年
分
で
す
。
）
 

▽
中
途
申
込
み
は
月
割
三
十
円
で
す
。
 

支
払
わ
れ
る
保
険
金
は
、
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

一
、
亡
く
な
ら
れ
た
時
ー
ー
ー
八
十
万
円
 

ニ
、
け
が
を
し
て
失
明
し
た
り
、
片
手
 

又
は
片
足
を
失
な
っ
た
と
き
な
ど
 

Iー
‘
‘
・
五
十
万
円
 

三
、
治
療
期
間
六
ケ
月
以
上
 

意
思
に
よ
っ
て
代
理
人
に
委
任
さ
れ
た
 

も
の
か
係
と
し
て
は
全
く
わ
か
り
ま
せ
 

ん
。
悪
く
考
え
れ
ば
、
勝
手
に
他
人
の
 

名
前
を
借
り
て
登
録
し
、
そ
れ
を
悪
用
 

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

最
近
、
そ
う
し
た
事
態
が
生
じ
た
実
 

例
も
あ
り
、
印
鑑
登
録
は
面
倒
で
も
直
 

接
本
人
が
役
場
に
き
て
申
請
す
る
よ
う
 

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
止
む
を
得
ず
 

委
任
に
よ
っ
て
申
請
す
る
場
合
、
本
人
 

の
意
思
に
よ
っ
て
委
任
さ
れ
た
も
の
か
 

の
確
認
が
で
き
な
い
と
き
、
印
鑑
登
録
 

申
請
が
受
理
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
 

す
の
で
努
め
て
本
人
が
申
請
す
る
よ
う
 

重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。
 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
電
話
等
に
よ
り
役
 

場
戸
籍
係
へ
お
間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

I~I
！
ー
十
一
一
万
円
 

四
、
治
療
期
間
五
ケ
月
以
上
六
ケ
月
未
 

満
 

九
万
円
 

五
、
治
療
期
間
四
ケ
月
以
上
五
ケ
月
未
 

満
 

七
万
円
 

六
、
治
療
期
間
三
ケ
月
以
上
四
ケ
月
未
 

満
 

五
万
円
 

七
、
治
療
期
間
ニ
ケ
月
以
上
三
ケ
月
未
 

満
 

i
ーーII
三
万
円
 

八
、
治
療
期
間
ー
ケ
月
以
上
ニ
ケ
月
未
 

満
 

一
一
万
円
 

九
、
治
療
期
間
】
週
間
以
上
ー
ケ
月
未
 

満
 

IIIIIIIII

一
万
円
 

十
、
治
療
期
間
一
週
間
未
満
 

五
千
円
 

※
受
付
開
始
 
七
月
十
八
日
か
ら
 

※
実
施
期
日
 
八
月
一
日
か
ら
一
年
間
 

一
 
一
 

～、~～~~～、~、～~～へ ～~ ，ー 

※
申
込
窓
口
 
役
場
企
画
室
（
建
設
課
 

一一階） 

自
動
車
保
険
相
談
 

▽
毎
日
（
日
曜
・
祭
日
は
除
く
）
午
前
 

九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
 

※
土
曜
日
は
正
午
ま
で
 

▽
弁
護
士
相
談
日
 
毎
週
金
曜
日
午
後
 

一
時
か
ら
四
時
（
無
料
）
 

▽
お
問
い
合
わ
せ
 

尖
肩
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
 

電
話
〇
九
三
ー
五
二
一
ー
ニ
一
四
〇
 

ク
お
わ
び
4
 

広
報
あ
か
い
け
四
月
号
の
七
頁
「
郷
 

土
の
川
を
キ
レ
イ
に
し
ま
し
ょ
う
」
の
 

文
中
で
、
 

「
最
近
町
内
の
川
に
ご
み
の
 

不
法
投
棄
が
よ
く
見
ら
れ
、
特
に
大
谷
 

地
区
沿
い
の
福
智
川
下
流
に
ビ
ン
や
ガ
 

け
以
而
破
繊
湾
投
げ
捨
て
て
い
る
の
 

が
目
に
つ
き
ま
す
。
」
（
原
文
の
ま
ま
）
 

と
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
大
谷
地
区
 

の
人
た
ち
が
、
川
に
ビ
ン
や
ガ
ラ
ス
の
 

破
片
等
を
投
げ
捨
て
て
い
る
と
い
う
こ
 

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

最
近
、
特
に
大
谷
地
区
沿
い
の
福
智
 

川
下
流
に
、
他
地
区
の
人
た
ち
よ
り
こ
 

の
よ
う
な
投
げ
捨
て
が
あ
っ
て
非
常
に
 

危
険
で
あ
り
、
地
区
の
人
た
ち
は
大
変
 

）
杢
恐
を
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
不
法
投
棄
は
絶
対
し
な
 

い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

つ
ー
ー
 

ー
i
、
ー
、
（
、
ー
く
く
ー
J
 


